
令和 7 年度  熊本県森林・山村多面的機能発揮対策地域協議会

施業技術研修会

令和 7 年 11 月 26 日（水） 10：30～ 14：30

嘉島町民会館  ホールアクア  

次第

1 開会  （ 10：00～）

2 主催者挨拶  （ 10：00～）

3 活動組織表彰式 （ 10：05～）

4 活動事例発表 （ 10：20～）

多良木町放置竹林再生協議会 矢山隆広

5 講演 1 （ 10：45～ 11：45）

  『定年から始める椎茸経営』

  …菌興しいたけ協同組合研究普及局大分事務所 笹山儀継

   

～ 昼食 ～

  

6 講演 2 （ 13：30～ 14：30）

      『竹林整備からはじめる小さな循環と市民協働』

      …一般社団法人 BUN‐KAI 箕浦希奈

7 閉会 （ 14：30～）



活動組織名：社会福祉法人慶信会じょうなんみなサポ

区分 数量

侵入竹除去・竹林整備 0.2ha

活動の概要：

対象地区は熊本市南区に位置しており、
塚原古墳公園や貝塚など歴史に触れるこ
とのできる場所に加えて、くまもと城南
カントリークラブや温泉スポーツ施設な
どレジャー施設も多くある住みよい地域
である。しかしながら近年、人員不足や
機材不足のために伐採した竹の処理が難
航し竹が竹林に山積状態で放置された状
態になっており、地域の景観が損なわれ
ている。また、対象地区周辺には学校が
あり生徒たちの通学路となっているが、
荒廃した竹林が道路にはみ出し鬱蒼とし
ている。このまま竹林の荒廃が進めば、
地域の景観が更に悪化するだけでなく獣
害や犯罪に繋がる危険性があることから、
竹林整備に取組むこととした。

竹林整備後は、竹ほうきや竹のカトラ
リーなど竹製品の製作・販売を行うこと
で竹材の良さを沢山の方に伝え、活動参
加者を増やしながら景観の良い竹林を維
持していきたい。

活動する場所：熊本県熊本市 南区城南町塚原地区

活動組織の概要：
会員数： 34名 開始年度：R6（R3）

竹林整備後着手前

活動写真



活動組織名：天草里山会

区分 数量

侵入竹除去・竹林整備 0.55ha

森林資源利用 1.62ha

関係人口創出・維持 有

活動の概要：

宮地岳地区は天草市の中央部にあり周
りを山に囲まれています。毎年、春には
天草の人々が作ったかかしが集合し、宮
地岳かかし村が開催されます。しかし、
天草市で最も寒冷地で、市街地からも離
れており、年々人口が減少し高齢者が増
えています。伐採士（林業従事者）の低
迷で地区の森林獣害による被害が年々増
加してが荒れて来ている状態なので、こ
の機会に若い人材を入会してもらい、育
成に少しでも役立てばと思い活動を行う
事とした。

活動する場所：熊本県天草市宮地岳町林ノ中 地区

活動組織の概要：
会員数：7名 開始年度：R5（H29）

竹林整備後着手前

活動写真



活動組織名：多良木町放置竹林再生協議会

区分 数量

侵入竹除去・竹林整備 3.82ha

活動の概要：

当該対象地区は熊本県南部に位置し、
林業・農業が盛んな地域である。数十年
前までは竹を利用する方が多く、竹材の
利用や竹炭作り等を行われていたが、こ
こ最近では竹林管理者の高齢化、都市
部への移住などを理由に管理されなく
なった竹林が田畑へ侵入し、農作物の生
育へ影響を及ばしたり、獣害動物の侵入
を許してしまっている状況だ。

そこで、枯竹、折れ竹を整理し森林の持
つ多面的な機能を十分発揮できるような
森林にし、林地に光を当てることで、タケ
ノコの生育によい環境を作り、タケノコ収
穫で利益を上げ、持続可能な活動へと
成長させていく。

活動する場所：熊本県球磨郡多良木町黒肥地 地区ほか

活動組織の概要：
会員数： 5名 開始年度：R5（R2）

活動写真

着手前 竹林整備後



活動組織名：ＮＰＯ法人天草みどりの村

区分 数量

森林資源利用 8.05ha

活動の概要：

象地区一帯は、雲仙天草国立公園内
に位置し、地域（宮南地区振興会）
のウォーキング等に周辺を利用した
り、来訪者が森林浴や散策に利用す
るなど、地域の方にも親しまれてき
た。それだけでなく、みどりの村
キャンプ場や竜洞山展望所などを有
する天草市新和町の唯一の観光ス
ポットとして、整備されてきた。

しかしながら、近年は森林の荒廃が
激しく、当該地の林道や遊歩道にも
樹木がさしかかっていたり、風通し
が悪い状態である。一刻も早く整備
する必要があるが、予算の削減等に
よりなかなか整備が行えず荒廃は進
む一方である。このような現状を打
破するべく､当法人が整備を行うこと
とした。

活動する場所：天草市新和町小宮地西見野地区ほか

活動組織の概要：
会員数： 20名 開始年度：R4（H28）

活動写真

森林資源利用着手前





鳥取県鳥取市

当組合は、1947年の創立以来原木しいたけ事業を
中心に展開し、菌興号の供給や行政、森林組合な
どの関係機関との連携を行い、原木椎茸を通じ中
山間地域の所得向上に取り組んできました。
平成14年以降は乾しいたけ・生しいたけ・加工品
の販売拡大にも取り組んでいる。

←菌興椎茸協同組合
種菌育成場

一財日本きのこセンター
↓ 菌蕈研究所



・昭和59年 乾し椎茸の平均単価5000円時代(最高値)
・生産量16000トン(史上最高の年)
海外輸出も3000トン
・昭和60年 プラザ合意がなされ椎茸も輸出品目から
輸入品目に転じ中国産が流入

・乾椎茸は平成６年には1800円台まで下落
・影響で偽装(中国産を日本産を装う)問屋が出現
・平成１３年に産地判別法を菌興(菌蕈研究所)が開発
大分県が大規模な摘発に入り価格が回復

・平成23年に東日本大震災があり関東以北の原木椎茸
や原木に放射能汚染が広がり風評被害により、西日
本の椎茸まで価格が低迷

・平成６年全国乾しいたけ生産量は2000トンを割り
込み原料不足に陥る

・結果、価格が6500～7000円に回復(史上最高)
しかし、生産者は年１割づつ減少。

・現在に至る
今年も１割減少は避けられない
原因は高齢化と産地に雇用できる人員がいない





１作業期間が半年(しかも冬場の作業が多い)
２経費率が３～４割と低い
３投資が比較的少ない 機械類が安価 中古でも十分
４九州には原木が豊富
５小規模でも所得が得られる
６植菌をやめても4～5年は所得がある

１大規模にできない 機械化が難しい
２雇用に依存できない
３玉切り購入原木に依存できない
４軌道に乗るまで４年程度かかる



年植5万個とは規模は
・原木立木200本
・玉切り原木2000本
・発生ほだ木8000本

(4年分のほだ木)
必要ほだ場面積
・1.5反
・1500㎡
・450坪
・39×39m
作業日数
・90～100日

駒
1000個入り×50袋
800個入り×62袋









64㎏/1万個
320㎏/５万個

112㎏/1万個
560㎏/５万個

40㎏/1万個
160㎏/5万個





































資料13～14P

作業に自由度がある

発生操作時期の
タイミングが重要
春の収穫は気候に
左右される











ほだ木１本の種菌(＠5円/個)
18個 90円/本 -10円
20個 100円/本 ±0円
23個 115円/本 +15円
25個 125円/本 +25円

ほだ木１本収量と(金額)
高い乾200ｇ/本(1100円)+220
平均乾160ｇ/本(880円)
低い乾100ｇ/本(550円)-330

乾単価5500円/㎏

ズバリ適正植菌に努める



収量の格差は３倍
・高い(収量)方は
毎年高い
低い方は毎年低い

・Ｎ＝51名





・刺激を加える
・タイミングよく行う





低中温性品種

中低温性品種







・ほだ木樹皮表面をなでるように
刺激を加える

・古ほだは樹皮が剝げない程度
(回転：遅い)



・ほだ木樹皮を樹皮が剝げない
程度に叩く



•

•

何故か？
・ほだ木１本の収益は平均800円程度
・原木経費が最も高い(玉切り原木１本が400～500円)
・自分で切る 労力を他人に依存しない

































注目の原木椎茸品種

注目品種と収量比較

人工知能 ＣｈａｔGＴＰに聞いてみた

質問：原木椎茸栽培、今最も注目の品種は、最も収量の多い品種は？





一般社団法人 BUN-KAI



箕浦 希奈

愛知県大府市出身
単身渡独、先進国の環境・社会事情に触れる
おおぶ竹林循環プロジェクトスタート
一般社団法人 BUN-KAI 法人化

フリーランスデザイナー
一般社団法人 BUN-KAI 代表理事
あいち炭やきの会 会長

1991

2017

2021

2024

自己紹介



愛知環境賞中日新聞社賞受賞
セブン - イレブン記念財団活動団体採択
大府市政 55 周年式典 特別感謝状受賞
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2025 4 月
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ミッション

地域遊休資源の
持続可能な地域循環の可能性探究 &

地縁コミュニティの向上

OUR MISSION



竹林整備事業の特徴

▶多世代交流の場としての竹林整備
▶整備者にとどまらない関係人口の創出
▶小さな範囲での市民活動の成果

OUR CHARACTERISTICS



● 竹林関係者(地主•整備者等)の減少　 

● 竹林整備の社会的意義がない

● 活動•維持費用がかかる

● 地域活動コミュニティの希薄化

① 多世代参加／行為者･関係人口創出

② 時代に合った新たな社会的価値創造

② 独立した事業収入

③ 地縁コミュ･個人との連携共栄

地域のボランティア団体による
竹林整備が継続しない要因 解決のアプローチ

あ

い

う

え

竹林整備が困難な要因 & 解決アプローチ



SNSを使った広報

多面的解決アプローチのイメージマップ

多世代参加
行為者・関係人口創出

持続可能な
竹林整備

独立した事業収入
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環境セミナー

(こども向け)ワークショップの開催
安全な竹林整備技術の共有
竹林整備への参加ハードルを下げる仕組み

(中高大向け)キャリア支援

竹林DE防災

カーボンニュートラルへの貢献
(炭作りによる永久炭素固定)

マルシェ出店
竹チップで抑草
(社会的価値の高い)講演活動

竹炭の農業活用

オリジナル商品の開発
イベント・サービス企画運営

地域企業・個人とのコラボ商品の開発

地縁コミュニティとの連携実証実験

行政との連携

地縁コミュニティとのコラボイベント

未利用資材の地域循環

メディア露出

(シニア向け)講演あ

え

い

う
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多面的解決アプローチのイメージマップ
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オリジナル商品の開発
イベント・サービス企画運営

地域企業・個人とのコラボ商品の開発

地縁コミュニティとの連携実証実験

行政との連携
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未利用資材の地域循環
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小さな循環



防犯防災の面から小学校裏の景観維持は特に重要●
かつては校外学習で利用。子どもたちに残したい。●
「竹害」として邪魔者扱いされている環境･社会課題。
⇨資源･コミュニティとして新たな価値創造。

●

なぜこの場所の放置竹林？



新たな整備場所

2025 年度より、セブンーイレブン記念財団の助成によって活動スタート

か
ん
だ
保
育
園

神
田
小
学
校



主な取り組みと関係人口の創出

2021 年 10 月のこぎり1 本からスタート。
2025 年現在



※おおよその人数

2021 年 10 月のこぎり1 本からスタート。
2025 年現在

主な取り組みと関係人口の創出

整備参加者

2200人



※おおよその人数

2021 年 10 月のこぎり1 本からスタート。
2025 年現在

主な取り組みと関係人口の創出

人人

マルシェ出店

120回
4000人

整備参加者

2200人



※おおよその人数

2021 年 10 月のこぎり1 本からスタート。
2025 年現在

主な取り組みと関係人口の創出

人

環境講演会

40回
1500人人

マルシェ出店

120回
4000人

整備参加者

2200人



※おおよその人数

回

2021 年 10 月のこぎり1 本からスタート。
2025 年現在

主な取り組みと関係人口の創出

ワークショップ

40回
600人

人

環境講演会

40回
1500人人

マルシェ出店

120回
4000人

整備参加者

2200人



SNS フォロワー

3500人
※おおよその人数

ワークショップ

40回
600人

人

環境講演会

40回
1500人人

マルシェ出店

120回
4000人

整備参加者

2200人

2021 年 10 月のこぎり1 本からスタート。
2025 年現在

主な取り組みと関係人口の創出



整備の状態



整備の状態



整備の状態



整備の状態



整備の状態



資源循環



土壌改良材のポーラス竹炭

● 自然の力の土壌改良材
ー 多孔質な穴に微生物がすみこむ
ー 土壌改良材、肥料づくりの基材として
ー おおぶニックの WA にも採用

● 大府市ふるさと納税返礼品に登録

● 建築工務店、造園士に販売
ー 床下の調湿材、土中環境改善として

「おおぶニックの WA」：農林水産省の補助事業であるオーガニック産地育成事業を
活用して実施した担い手育成やコメ・野菜の栽培実証グループ
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土壌改良材のポーラス竹炭
（２）ポーラス竹炭の活用実証
つむぎて農園にてポーラス竹炭の施用実験

おおぶニックの WA の主要メンバー



土壌改良材のポーラス竹炭
（２）ポーラス竹炭の活用実証
つむぎて農園にてポーラス竹炭の施用実験



土壌改良材のポーラス竹炭
（２）ポーラス竹炭の活用実証
つむぎて農園にてポーラス竹炭の施用実験



土壌改良材のポーラス竹炭

中部電力様敷地内にて、大高菜畑バイオ炭施用実験の結果

無 少 中 多



土壌改良材のポーラス竹炭

BUNKAI ファームにてきゅうりへの施用実験



炭素固定ができる炭作り

炭作りで炭素固定

CO2

CO2

CO2



炭素固定ができる炭作り

・ 2015 年 12月の COP21 でフランス政府が提案
・ 都道府県で山梨県が初めて参加 (2020 年 4月 )
果樹園 × 炭素固定 × 環境に配慮した農産物ブランド

土壌中の炭素量を毎年 4 パーミル (4/1000)
増やすことができれば、大気 CO2 の増加量を
相殺し、温暖化を防止できるという考え方に
基づいた国際的な取り組み。

4 パーミルイニシアチブ



カーボンマイナスになる炭素固定！

・ 2015 年 12月の COP21 でフランス政府が提案
・ 都道府県で山梨県が初めて参加 (2020 年 4月 )
果樹園 × 炭素固定 × 環境に配慮した農産物ブランド

土壌中の炭素量を毎年 4 パーミル (4/1000)
増やすことができれば、大気 CO2 の増加量を
相殺し、温暖化を防止できるという考え方に
基づいた国際的な取り組み。

4 パーミルイニシアチブ

カーボンマ
イナス！



カーボンマイナスになる炭素固定！

これまでの活動の中で固定した二酸化炭素量

2025 年 11 月現在 炭焼き 335 回

約 3512 本のスギの木が
1年で取り込む CO2=

一世帯当たりの排出量は 2.88t... 約 17 世帯分
※温室効果ガス削減推進市民ネットーワークより / 50 年生の杉の木の平均 CO2 吸収量は約 14kg

炭焼き回数 ×146.8/  杉の木 1 本 14kg

49,178 kg約



時代にあった竹の新しい価値創造！

炭焼きは誰でもできる

竹の資源活用方法！

炭焼きをすればするほど

これまでの時代にはなかった
あたらしい地域への、世界への
価値提供となる！

具体的な温暖化対策



循環する竹の猫砂

⚫ 大府市内の福祉施設との協働
⚫ 売り上げの一部をおおぶ地域ねこの会へ寄付



循環する竹の猫砂
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1時間で
約 90％の
匂いが消滅！

猫砂なし

循環する竹の猫砂

急
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に
ゃ
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竹林 DE 防災

避難所に隣接した立地と

竹藪の特徴をを生かして

有事の際に有効活用できるような

場づくりの実験

◀ 熱源無限のキッチン &
    竹で集水した雨水タンク



竹林 DE 防災

避難所に隣接した立地と

竹藪の特徴をを生かして

有事の際に有効活用できるような

場づくりの実験

◀ 循環する竹の猫砂を利用した
　 バイオトイレ



竹チップで抑草

竹チップで抑草

竹チップ試用後 7 ヶ月 業者草刈り3 ヶ月後

BEFORE



40軽トラ
回収 & 資源循環を達成

杯分／年間の

BAMBOO STATION

竹の処分に困っている市民の方より
枯れ竹を集め竹炭に加工し地域循環させる。

竹集積サービスの拡充



地域通貨 BUNBUN

竹林整備に参加することで得られるチケット。
ボランティアに参加したことをきっかけに、大府市
内の関係の深い市民団体やお店にも関心を広げ
てもらいたいと 2023 年 11 月よりスタート。

資源だけじゃない循環

★提携先：Farm to Table ／おさんぽや なないろ／白いオリーブ／おおぶ
FTT 推進委員会／つむぎて農園／ハナレ食堂／弥栄屋／鎌ひとつ／ root
青ノ木農縁／ Gacha no Curryday ／オーガニックショップサンアイ



仲間の声



活動で大切にしていること



活動で大切にしていること

小さくあること



t







ご清聴ありがとうございました！
これからもよろしくお願いします！
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